
建 築 学 専 攻（　　　　　）

1

教科書・参考書等

成績評価方法・基準

授業の達成目標

授 業 の 概 要

授 業 計 画

建築学専攻（大学院教員組織参照）の全教員

1 建築学専攻前期課程研修　GEA601 必修　６単位　１年前期～２年後期

Graduate Study on Architecture

修士論文または修士設計の作成に必要な専門的知識を総合的に修得するとともに、修了後の実務展開に備える。論文や設計のテーマに関連
した既往の研究動向や設計の現状などを理解する。また修士論文や修士設計のテーマ遂行とまとめ等に必要な知識と技術をマスターする。

専攻領域と関連する学会及び協会の紹介、論文誌及び建築作品集など関連文献の紹介、既往の研究及び最新の研究動向の解説、実験や実習
及び建築作品見学等の実施。研究成果及び設計成果に関する修士論文発表時に学内におけるプレゼンテーションの実施。

本研修科目は受講生個々に対し、修士論文または修士設計の作成指導を行う博士前期課程の専攻教員が担任する授業科目として開講される。
授業はゼミナール、設計演習、実習、実験、プレゼンテーションなどの多彩な形態をとり、集中講義、学内外の発表などの効果的な方式を
採る。受講生と担任教員とが臨機応変に時間調整し、最も効果的な授業展開をさせる。各受講生は本研修科目を履修するに当り、修了後の
建築実務と関連づいた学習計画の内容を担当教員と十分に協議し、履修期間における履修計画を立てるものする。本研修科目の履修に必要
と考えられることは随時担当教員と相談しその指示を得るとともに履修計画に反映するものとする。

教科書、参考書は担当教員に指示を受けること。関係学会の情報に関する資料・研究論文および最新の学術誌のコピーなどはその都度、担
当教員が配付。

授業中の質疑および課題レポート 60％、学内および学外での成果発表内容 40％とし、総合的に評価する。
課題レポートは後日返却・フィードバックする。

研 修 科 目
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教科書・参考書等

成績評価方法・基準

授業の達成目標

授 業 の 概 要

授 業 計 画

建築士事務所、設備設計事務所、構造設計事務所　等

23 インターンシップ　1A　GEA501 選択　５単位　１・２年次　実習

Internship in Architecture 1A

建築設計・工事監理に係わる業務を行う建築士事務所・設備設計事務所・構造設計事務所等で実務を体験しながら、実務訓練を行うことに
より、高度な水準での建築設計・設備設計・構造設計等の建築実務を体験する。これらの経験から都市や建築・環境や設備・構造技術に対
する新しい取り組み方、読み取り方に接するともに、建築実務における職業意識や倫理観の基礎を学ぶ。

学内では学びきれない建築と社会の関わりを、建築士事務所等での実務経験から学ぶ。実際の建築設計や構造設計、環境設備設計プロジェ
クト等への関わり、設計（計画・構造・設備）補助作業等を通じて設計者、建築技術者としての社会との関わり方、建築ができるまでのプ
ロセスを学ぶ。本インターンシップ 1B と重複する単位認定はできない。

・インターンシッププログラムは、指導教員および専攻が認定した建築設計・設備設計・構造設計に係わる業務を行う建築士事務所等を受
入先とし、受入先の建築士（設備設計の場合は建築設備士を含む）に指導を受ける。受入先には専攻長から受入及び教育プログラム（内容・
方法・期間）作成の依頼書を送付する。指導プログラムについては、受入先の建築士（設備設計の場合は建築設備士を含む）に任されるが、
事前に専攻と合意をかわした上で、プログラムを開始する。
・180 時間以上の勤務を必要とする。（ただし、学内での事前研修や実習における予習・復習及び研修後の報告書及び報告会等の資料作成時
間（45 時間以上）は、この 180 時間には含まれない。）勤務時間は受入先の制度に準じる。
・受講生は個人での保険加入を義務づける。
・受講生には報酬は支払われない。
・受入先と指導教員は常時連絡が取れる体制とする。
・実習した業務内容を報告書資料としてまとめ、受入先の指導者に確認を受ける。

インターンシップ受け入れ先の指示による。

インターンシップ期間中に実習した業務内容の報告書資料、自己評価レポート、インターンシップ先からの報告書を提出する。提出された
資料に基づき、指導教員を含む大学院教員に対する報告会（面接試験に相当し、質疑応答含む）にて評価する。提出資料：60%、報告会：
40％で合否判定を行う。提出資料については報告会時に内容を確認する。

専 門 科 目
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授業計画（各回の学習内容等）
学習内容（授業方法） 学習課題（予習・復習） 時間（時）

第
１
回
第
２
回
第
３
回
第
４
回
第
５
回
第
６
回
第
７
回
第
８
回
第
９
回
第
10
回
第
11
回
第
12
回
第
13
回
第
14
回
教科書・参考書等

成績評価方法・基準

授業の達成目標

授 業 の 概 要

実務経験を活かした教育について

授業形態

単独
（１人が全回担当）

複数
（１回の授業を２人以上が一緒に担当）

オムニバス
（各回の担当教員が異なる場合）

クラス分け
（クラス分けで担当する）

該当科目

教職科目（工業）

地域志向科目

実務経験のある教員担当

アクティブラーニング

SDGs の取り組み

24 インターンシップ　1B　GEA502 選択　５単位　１・２年次　実習

Internship in Architecture 1B

実務同等の一連のプロセスを体験し、高度な水準での建築設計・設備設計・構造設計等の実務演習を体得する。建築
士、建築設備士の資格を有する専攻教員が主担当として指導し、複数教員が共担する。これらの経験から都市や建築、
環境や設備・構造技術に対する新しい取り組み方、読み取り方に接するともに、建築実務における職業意識や倫理観
の基礎を学ぶ。

学内でしか学べない建築と社会の関わりを、実務プロセスに沿った実務演習により学ぶ。指導プログラムは、専攻教
員による出題課題、国内外での公開設計競技課題等にて設定する。実際の建築設計や構造設計・環境設備設計と相関
する設計（計画・構造・設備）作業等を通じて設計者、建築技術者としての社会との関わり方、建築ができるまでの
プロセスを学ぶ。本インターンシップは、インターンシップ 1A と重複する単位認定はできない。

担当教員が、長年にわたって設計実務に従事した実績と経験を活かして、演習において実務への対応力を養成する。

インターンシップの課題構成及び内容理解
・インターンシッププログラムは、建築士、建築設備士の資格を有する専攻教員に
指導を受け、その専任教員が主となり指導プログラム（内容・方法・期間）を作成し、
履修者はプログラムについて確認する。

建築実務に即した実習プロセス・作業及び最終成果の確認
・180 時間以上の実習を必要とする。（ただし、事前研修や実習における予習・復習及び研修後の報
告書及び報告会等の資料作成時間（45 時間以上）は、この 180 時間には含まれない。）
・実習した業務内容を報告書資料としてまとめ、専攻教員に確認を受ける。

インターンシップ課題についての調査と資料作成１（敷
地・事例調査等）

インターンシップ課題に必要な諸情報の整理

インターンシップ課題についての調査と資料作成２（事
例・構法調査等）

インターンシップ課題に必要な諸情報の整理

インターンシップ課題における初期提案の作成・作業補
助１（実測、スケッチ等）

建築設計の企画段階における作成及び作業補助を行う。

インターンシップ課題における初期提案の作成・作業補
助２（パース、模型等）

建築設計の企画段階における実測・スケッチ・模型・パース等の作
成及び作業補助を行う。

インターンシップ課題に関連する設計監理補助 企画段階と関連する建設現場にて、設計監理方手法について学び、
次段階の提案に反映させる。

インターンシップ課題における基本計画段階の設計図書
作成１（平面図等）

基本計画段階における設計図書作成・作業補助及びプレゼンテー
ション資料の作成。

インターンシップ課題における基本計画段階の設計図書
作成２（立面図・断面図等）

基本計画段階における設計図書作成・作業補助及びプレゼンテー
ション資料の作成。

インターンシップ課題における基本計画段階の設計図書
作成３（詳細図等）

基本計画段階における設計図書作成・作業補助及びプレゼンテー
ション資料の作成。

インターンシップ課題に関連する設計監理補助 企画段階と関連する建設現場にて、設計監理手法について学び、次
段階の提案に反映させる。

インターンシップ課題における基本設計段階の設計図書
作成１（平面図等）

基本設計段階における設計図書作成・作業補助及び実施設計に必要
な資料の収集。

インターンシップ課題における基本設計段階の設計図書
作成２（立面図・断面図等）

基本設計段階における設計図書作成・作業補助及び実施設計に必要
な資料の収集。

インターンシップ課題における基本設計段階の設計図書
作成３（詳細図等）

基本設計段階における設計図書作成・作業補助及び実施設計に必要
な資料の収集。

成果発表とまとめ 実習成果を資料としてまとめ提出するとともに、その内容を報告会
で発表し、評価を受ける。

主担当教員と共担教員の指示による。

インターンシップ期間中に実習した業務内容の報告書資料、自己評価レポート、指導教員による報告書を提出する。提出された資料に基づき、
主担当教員と共担教員に対する報告会（面接試験に相当し、質疑応答含む）にて評価する。提出資料：60%、報告会：40％で合否判定を行
う。提出資料については報告会時に内容を確認する。

建築士、建築設備士の資格を有する専攻教員

○

○

○

専 門 科 目



建 築 学 専 攻（　　　　　）

26

教科書・参考書等

成績評価方法・基準

授業の達成目標

授 業 の 概 要

授 業 計 画

建築士事務所、設備設計事務所、構造設計事務所　等

25 インターンシップ　2　GEA503 選択　５単位　１・２年次　実習

Internship in Architecture 2

建築設計・工事監理に係わる業務を行う建築士事務所、設備設計事務所、構造設計事務所等で実務を体験しながら、実務訓練を行うことに
より、より高度な水準での建築設計・設備設計・構造設計等の建築実務を体験する。これらのより深度の高い経験から建築設計の諸実務と
接するともに、建築実務における職業意識や倫理観を学ぶ。インターンシップ 1（A・B）を踏まえたより高度な段階の実務修得を目指す。

学内では学びきれない建築と社会の関わりを、建築士事務所等での実務経験から学ぶ。実際の建築設計や構造設計・環境設備設計プロジェ
クト等への関わり、設計（計画・構造・設備）補助作業等を通じて設計者、建築技術者としての社会との関わり方、建築ができるまでのプ
ロセスを学ぶ。本インターンシップは、原則、インターンシップ 1（A・B）の単位が認定された後、履修することができる。

・インターンシッププログラムは、指導教員および専攻が認定した建築設計・設備設計・構造設計に係わる業務を行う建築士事務所等を受
入先とし、受入先の建築士（設備設計の場合は建築設備士を含む）に指導を受ける。受入先には専攻長から受入及び教育プログラム（内容・
方法・期間）作成の依頼書を送付する。指導プログラムについては、受入先の建築士（設備設計の場合は建築設備士を含む）に任されるが、
事前に専攻と合意をかわした上で、プログラムを開始する。
・180 時間以上の勤務を必要とする。（ただし、学内での事前研修や実習における予習・復習及び研修後の報告書及び報告会等の資料作成時
間（45 時間以上）は、この 180 時間には含まれない。）勤務時間は受入先の制度に準じる。
・受講生は個人での保険加入を義務づける。
・受講生には報酬は支払われない。
・受入先と指導教員は常時連絡が取れる体制とする。
・実習した業務内容を報告書資料としてまとめ、受入先の指導者に確認を受ける。

インターンシップ受け入れ先の指示による。

インターンシップ期間中に実習した業務内容の報告書資料、自己評価レポート、インターンシップ先からの報告書を提出する。提出された
資料に基づき、指導教員を含む大学院教員に対する報告会（面接試験に相当し、質疑応答含む）にて評価する。提出資料：60%、報告会：
40％で合否判定を行う。提出資料については報告会時に内容を確認する。

専 門 科 目



建 築 学 専 攻（　　　　　）

27

教科書・参考書等

成績評価方法・基準

授業の達成目標

授 業 の 概 要

授 業 計 画

建築士事務所、設備設計事務所、構造設計事務所　等

26 インターンシップ　3　GEA504 選択　５単位　１・２年次　実習

Internship in Architecture 3

建築設計・工事監理に係わる業務を行う建築士事務所・設備設計事務所・構造設計事務所等で実務を体験しながら、実務訓練を行うことに
より、より高度な水準での建築設計・設備設計・構造設計等の建築実務を体験する。これらのより深度の高い経験から建築設計の諸実務と
接するともに、建築実務における職業意識や倫理観を学ぶ。インターンシップ 2 を踏まえたより高度な段階の実務修得を目指す。

学内では学びきれない建築と社会の関わりを、建築士事務所等での実務経験から学ぶ。実際の建築設計や構造設計・環境設備設計プロジェ
クト等への関わり、設計（計画・構造・設備）補助作業等を通じて設計者、建築技術者としての社会との関わり方、建築ができるまでのプ
ロセスを学ぶ。本インターンシップは、原則、インターンシップ 2 の単位が認定された後、履修することができる。

・インターンシッププログラムは、指導教員および専攻が認定した建築設計・設備設計・構造設計に係わる業務を行う建築士事務所等を受
入先とし、受入先の建築士（設備設計の場合は建築設備士を含む）に指導を受ける。受入先には専攻長から受入及び教育プログラム（内容・
方法・期間）作成の依頼書を送付する。指導プログラムについては、受入先の建築士（設備設計の場合は建築設備士を含む）に任されるが、
事前に専攻と合意をかわした上で、プログラムを開始する。
・180 時間以上の勤務を必要とする。（ただし、学内での事前研修や実習における予習・復習及び研修後の報告書及び報告会等の資料作成時
間（45 時間以上）は、この 180 時間には含まれない。）勤務時間は受入先の制度に準じる。
・受講生は個人での保険加入を義務づける。
・受講生には報酬は支払われない。
・受入先と指導教員は常時連絡が取れる体制とする。
・実習した業務内容を報告書資料としてまとめ、受入先の指導者に確認を受ける。

インターンシップ受け入れ先の指示による。

インターンシップ期間中に実習した業務内容の報告書資料、自己評価レポート、インターンシップ先からの報告書を提出する。提出された
資料に基づき、指導教員を含む大学院教員に対する報告会（面接試験に相当し、質疑応答含む）にて評価する。提出資料：60%、報告会：
40％で合否判定を行う。提出資料については報告会時に内容を確認する。

専 門 科 目
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教科書・参考書等

成績評価方法・基準

授業の達成目標

授 業 の 概 要

授 業 計 画

建築学専攻（大学院教員組織参照）の全指導教員

27 建築学研究公開Ⅰ　GEA505 必修　２単位　１・２年次

Architectural Rearch Publication Ⅰ

自身の研究成果等を学外で公開（発表）することを条件とする。建築学に関連する論文集、国内・国外の学術会議（学会等）での発表、設
計競技提案（コンペ）などを通して成果を社会に発信できるようになることが達成目標である。

建築学に関係する既往の研究成果をレビューし、研究の背景を理解した上で、研究計画にもとづいて新しい研究や設計を試み、その研究や
設計の成果をまとめ、論文や設計・制作作品等として公開することできるように教育及び研究指導をする。

個別の研究（設計）題目を設定し、関係する解析や分析・フィールドワーク・演習・調査あるいは実験などの教育を行った上で、それらの
成果を公開発表できるように指導する。公開内容として、関連分野の文献調査・研究動向調査・学生各自の問題発見及び解決、そして研究
成果の発表を含む。いずれも学外での公開（発表）が条件となる。授業形式としてはゼミナール、設計演習、実習、実験、解析、プレゼンテー
ションなどの多彩な形態をとる。
※建築学研究公開はⅠ（2 単位）とⅡ（2 単位）の合計 4 単位まで修得可能で、修了要件に参入できる。ただし、ⅠとⅡは異なる内容（テー
マ）である必要がある。

建築学に関係する国内外の学協会が発行する論文等資料、建築設計作品事例等の資料は、研究テーマに応じて担当教員より適宜配布。

学外での研究成果公開を証明するものと成果物を指導教員を通じて専攻に提出し、その内容と質で総合的に評価する。

専 門 科 目



建 築 学 専 攻（　　　　　）

29

教科書・参考書等

成績評価方法・基準

授業の達成目標

授 業 の 概 要

授 業 計 画

建築学専攻（大学院教員組織参照）の全指導教員

28 建築学研究公開Ⅱ　GEA506 選択　２単位　１・２年次

Architectural Rearch Publication Ⅱ

自身の研究成果等を学外で公開（発表）することを条件とする。建築学に関連する論文集、国内・国外の学術会議（学会等）での発表、設
計競技提案（コンペ）などを通して成果を社会に発信できるようになることが達成目標である。

建築学に関係する既往の研究成果をレビューし、研究の背景を理解した上で、研究計画にもとづいて新しい研究や設計を試み、その研究や
設計の成果をまとめ、論文や設計・制作作品等として公開することできるように教育及び研究指導をする。

個別の研究（設計）題目を設定し、関係する解析や分析・フィールドワーク・演習・調査あるいは実験などの教育を行った上で、それらの
成果を公開発表できるように指導する。公開内容として、関連分野の文献調査・研究動向調査・学生各自の問題発見及び解決、そして研究
成果の発表を含む。いずれも学外での公開（発表）が条件となる。授業形式としてはゼミナール、設計演習、実習、実験、解析、プレゼンテー
ションなどの多彩な形態をとる。
※建築学研究公開はⅠ（2 単位）とⅡ（2 単位）の合計 4 単位まで修得可能で、修了要件に参入できる。ただし、ⅠとⅡは異なる内容（テー
マ）である必要がある。

建築学に関係する国内外の学協会が発行する論文等資料、建築設計作品事例等の資料は、研究テーマに応じて担当教員より適宜配布。

学外での研究成果公開を証明するものと成果物を指導教員を通じて専攻に提出し、その内容と質で総合的に評価する。

専 門 科 目
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